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大規模災害時における新たな通信混雑緩和技術の実証実験を開始 

～ドコモ、ＮＥＣ、富士通、ＮＥＣソフトウェア東北、東北大学、東京大学による共同研究～ 

 

 

株式会社ＮＴＴドコモ（以下、ドコモ）、日本電気株式会社（以下、ＮＥＣ）、富士通株式会社（以下、富士通）、

ＮＥＣソフトウェア東北株式会社（以下、ＮＥＣソフトウェア東北）、国立大学法人東北大学電気通信研究機構

（以下、東北大学）、国立大学法人東京大学先端科学技術研究センター（以下、東京大学）は、大規模災害等

により通信混雑が発生した際に、余力のある離れた地域の通信設備を最大限に活用することで効率的に通

信混雑を緩和する技術を確立し、東北大学構内（仙台市）と横須賀リサーチパーク内（神奈川県横須賀市）に

あるテスト環境での実証実験を本日から開始しました。数十万人規模のお客様へのサービス提供を想定して

このような実証実験を行うのは世界で初めて※１となります。 

 

本実験では、離れた２つの地域の通信設備を仮想化し連携することにより、通信が混雑している地域の通

信処理能力を増強し、通信混雑を迅速に緩和する技術について検証します。地域間を結ぶネットワーク全体

の状況を把握することにより、最も効率的な方法で通信処理能力の増強を図るだけでなく、アプリケーション

やサービスの利用方法に関する検証も行うなど、災害時などの大規模な通信混雑環境下において安定した

通信サービスの提供を実現する技術の検証を実施いたします。 

本実験は、総務省の「平成２４年度一般会計補正予算」において「大規模通信混雑時における通信処理機

能のネットワーク化に関する研究開発」として委託されており、災害時の確実な情報伝達技術を開発することを

目的としております。２０１３年３月からの検討をもとに、このたびテスト環境を整え、実証実験を開始することと

なりました。最終的な実験結果は２０１４年３月末までに総務省へ報告する予定です。 

また、本実験に関するこれまでの検討結果について、「ＣＥＡＴＥＣ ＪＡＰＡＮ ２０１３」展示会併催の、電子情

報通信学会主催のＩＥＩＣＥ東京支部シンポジウムにて、２０１３年１０月３日に発表いたします。 

将来的に各社・各大学は、今回の実験で得られる成果をもとに、大規模災害時に必要とされる通信手段を確

保するため、より信頼性の高い移動通信ネットワークを実現していけるよう取り組んでまいります。 

※１ ２０１３年１０月２日時点 ドコモ調べ 

 



 

 

 

実証実験の概要 

 

１．目的 

東日本大震災で発生したような大規模通信混雑時に、震災影響の少ない離れた別の場所にある通信設備

を活用し、震災により混雑している拠点の通信混雑を軽減するための基盤技術を研究する。 

 

２．実証実験の内容 

東北大学および横須賀リサーチパークにあるテスト環境において、音声通話・メール通信・動画配信など複

数のサービスによる通信混雑状況を擬似的に発生させる。その環境下で両拠点に設置されている通信設備を

仮想化し連携させ、拠点間を跨って通信処理能力の増強を実現することにより、通信混雑を緩和する技術の検

証を行う。また同時に、両拠点の通信設備を一元的に管理・運用することを目的とした、両拠点の通信状況の

可視化、及び運用管理技術の検証や、災害時に役立つサービスをお客様が利用することにより発生する膨大

な通信量を低減する技術の検証も行う。 

 

 ＜実験内容詳細＞ 

（１）拠点間連携制御技術、拠点間の通信状況の可視化・管理技術の検証・評価（ドコモ、ＮＥＣ、富士通） 

 

① ＳＤＮ技術※１を活用し、災害などの影響で拠点間のネットワークの品質が変化した状況においても、

通信設備を連携させた際に発生する処理能力の損失を可能な限り抑え、通信が混雑している拠点の

処理能力を最大限増強できる技術を研究開発する。具体的には、同規模の通信処理能力を保有する

２拠点の設備を連携した場合、処理能力の損失の割合を３０％以内に抑え、増強した拠点の処理能

力を約１．７倍まで高めることができるかを検証する。 

 

② 離れた拠点の通信設備を連携させた仮想ネットワークを一元的に管理・運用できる技術を研究する。

運用管理者が、サービスの混雑状況、通信処理能力の過不足状況等の変化を把握し、災害時等に

迅速に拠点間を跨る通信処理能力の増強を実施できるかを検証する。 

 

（２）災害時に役立つサービスの通信量低減技術の検証・評価 

（ＮＥＣソフトウェア東北、東北大学、東京大学） 

 

災害時に役立つサービスやアプリケーションの利用により発生する通信の特性について検証し、大規模

災害時を想定した通信混雑状況においても平常時と変わらず利用できるよう、通信量の低減を図る技術

について検証する。 

 

 
※１ ＳＤＮ（Ｓｏｆｔｗａｒｅ－Ｄｅｆｉｎｅｄ Ｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇ）技術とは、ソフトウェアによりネットワークの機能や構成を定

義・制御することが可能な技術のこと。

別紙１ 



 

 

 

実証実験の構成と各社・各大学の役割 

 

本実証実験では、従来困難であった離れた拠点間の通信能力の連携を実現し、通信混雑を迅速に緩和す

る技術及び災害時に役立つアプリケーション等の利用により発生する通信量を軽減する技術について検証を

実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業名・大学名 役割 

ドコモ（Ⅲ） ・実証実験の全体アーキテクチャの検討および実証実験の運営 

ＮＥＣ（Ⅲ） 

・拠点間ネットワークの通信品質を考慮した上で、離れた拠点の通信設備を効率

的に活用し、混雑している拠点の通信処理を離れた拠点で行うための連携制御

技術の研究 

・上記を実現するための、ＳＤＮ等によるネットワーク仮想化技術を活用した、拠点

間のネットワーク連携制御技術の研究 

富士通（Ⅰ、Ⅲ） 

・仮想ネットワークに組み込まれた通信設備のシステム構成、混雑状況、通信処理

能力の過不足状況等の変化を迅速に把握し、運用する可視化技術の研究（Ⅰ） 

・離れた拠点の通信設備を連携させる仮想ネットワークを一元的に管理し、通信処

理能力の増強に必要となる時間を短縮する研究（Ⅲ） 

ＮＥＣソフトウェア東北 

東北大学（Ⅱ） 

・大規模災害時を想定した通信混雑状態においても、平常時と変わらず利用可能

な災害時に役立つサービスの通信量を低減する技術の研究 

東京大学（Ⅱ） 
・地震規模を測定するモニターシステムなど、大規模災害時に役立つＭ２Ｍサービ

ス※１を災害後の通信混雑下において効果的に利用する技術の研究 

※１ Ｍ２Ｍ（Ｍａｃｈｉｎｅ ｔｏ Ｍａｃｈｉｎｅ）サービスとは、機械と機械が通信ネットワークを介して互いに情報をやり取り

することにより、自律的に高度な制御や動作を行う機器間通信サービス。 

別紙２ 


